
２

第
七
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
雇
用
関
係
助
成
金
は
、
過
去
五
年
以
内
に
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為

に
よ
り
、
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
に
規
定
す
る
雇
用
調
整
助
成
金
そ
の
他
の
雇
用
保
険
法
第
四
章
の
規
定
に
よ

り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連

合
団
体
の
役
員
等
（
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
関
与
し
た
者
に
限
る
。）が
、
建
設
事
業
主
等
又
は
職
業
訓
練

法
人
の
役
員
等
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
建
設
事
業
主
等
又
は
職
業
訓
練
法
人
に
対
し
て
は
、
支
給
し
な
い
も
の

と
す
る
。

（
新
設
）

３

第
七
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
過
去
五
年
以
内
に
雇
保
則
第
百
二
条
の
三
に
規
定
す
る
雇
用
調
整
助

成
金
そ
の
他
の
雇
用
保
険
法
第
四
章
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
手
続
を
代
理
し
て

行
う
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
代
理
人
等
」
と
い
う
。）又
は
訓
練
を
行
っ
た
機
関
（
以

下
こ
の
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
訓
練
機
関
」
と
い
う
。）が
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
を
行
い
事

業
主
又
は
事
業
主
団
体
若
し
く
は
そ
の
連
合
団
体
が
当
該
給
付
金
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
こ

と
が
あ
り
、
当
該
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
が
雇
用
関
係
助
成
金
に
関
与
し
て
い
る
場
合
は
、
当
該
雇
用
関
係

助
成
金
は
、
建
設
事
業
主
等
又
は
職
業
訓
練
法
人
に
対
し
て
は
、
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
返
還
命
令
等
）

第
七
条
の
六

偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
雇
用
関
係
助
成
金
の
支
給
を
受
け
た
建
設
事
業
主
等
又
は
職
業

訓
練
法
人
が
あ
る
場
合
に
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
、
支
給
し
た
雇
用
関
係
助
成
金
の

全
部
又
は
一
部
を
返
還
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
当
該
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
支

給
を
受
け
た
雇
用
関
係
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
当
該
返
還
を
命
ず
る
額
の
二
割
に
相
当
す
る
額
以
下
の
金
額
を

納
付
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
が
偽
り
の
届
出
、
報
告
、
証
明
等
を
し
た
た
め
雇
用
関

係
助
成
金
が
支
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
そ
の
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
に

対
し
、
そ
の
支
給
を
受
け
た
者
と
連
帯
し
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
関
係
助
成
金
の
返
還
又
は
納
付
を
命

ぜ
ら
れ
た
金
額
の
納
付
を
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

附

則

１

（
略
）

１

（
略
）

（
建
設
労
働
者
技
能
実
習
コ
ー
ス
助
成
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

（
建
設
労
働
者
技
能
実
習
コ
ー
ス
助
成
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
開
始
す
る
技
能
実
習
を
受
け
さ
せ
た

建
設
労
働
者
が
、
能
力
、
経
験
等
に
応
じ
た
処
遇
を
受
け
る
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
者
と
し
て
職
業
安
定

局
長
が
定
め
る
も
の
で
あ
る
場
合
の
中
小
建
設
事
業
主
に
対
す
る
建
設
労
働
者
技
能
実
習
コ
ー
ス
助
成
金
の
支

給
に
係
る
第
七
条
の
二
第
六
項
第
二
号
ロ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、「
六
千
六
百
五
十
円
」
と
あ
る
の
は
「
七
千
三

百
十
五
円
」
と
、「
八
千
四
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
九
千
六
十
五
円
」
と
、「
七
千
六
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
八
千

三
百
六
十
円
」
と
、「
九
千
六
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
一
万
三
百
六
十
円
」
と
す
る
。

（
新
設
）

（
地
域
雇
用
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地
域
雇
用
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
十
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
）

（
法
第
十
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
）

第
八
条

法
第
十
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
と
す
る
。

第
八
条

法
第
十
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
と
す
る
。

一

同
意
自
発
雇
用
創
造
地
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
っ
て
新
た
な
事
業
の
分
野
へ
の
進
出
、

事
業
の
開
始
又
は
事
業
の
改
善
に
伴
い
当
該
同
意
自
発
雇
用
創
造
地
域
内
に
居
住
す
る
求
職
者
を
雇
い
入
れ

よ
う
と
す
る
も
の
の
相
談
に
応
じ
、
助
言
、
指
導
、
講
習
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業

一

同
意
自
発
雇
用
創
造
地
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
っ
て
新
た
な
事
業
の
分
野
へ
の
進
出
又

は
事
業
の
開
始
に
伴
い
当
該
同
意
自
発
雇
用
創
造
地
域
内
に
居
住
す
る
求
職
者
を
雇
い
入
れ
よ
う
と
す
る
も

の
の
相
談
に
応
じ
、
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
事
業
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